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１                              問題のページへ 
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［解 説］ 

(3)が本題ですが, それを解くのに無理が生じないように, (1)と(2)が設けられていま

す。配慮の深い問題です。 
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よって, 1+= kn のときも成立する。 
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［解 説］ 

(1)を(2)の誘導とすれば, (2)において置き換え s, tは不要でした。後から気付きまし

た。 
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(4) 曲線 Cの x≧0, y≧0の部分は, 
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する。そこで, C が囲む図形の面積を S とすると, 対

称性から,  

( )òò
-

+-== 4

4

1

0 4
sin2cos44

p

p
p dtttdxyS  

 ( )ò- += 4

4
4

sin2cos4
p

p
p dttt  

 { ( ) ( ) }ò- --+= 4

4
4

sin
4

3sin2
p

p
pp dttt  

 [ ( ) ( ) ] 4

44
cos

4
3cos

3
12

p

p
pp

-
-++-= tt

3
8)01(2)01(

3
2 =-+---=  

 

［解 説］ 

(2)の設問において, y軸対称はすぐに示せますが, x軸対称を示すのは一筋縄ではい
きません。 )( tx を加法定理で展開し, しかも曲線をラフに描いて方針を決めました。 
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(1) 求める単位ベクトルを ),,( zyxe = とおく。 
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(3) まず, 点 )0,,(A ba の位置を S 内でいったん固定した後, 
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そこで, 点 Aを S内で動かすと, Vは 1=a で最大となり, その値は
6
1である。 

よって, 10,1 ＜＜bdca === のとき, Vは最大値
6
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［解 説］ 

(2)までは 1999 年に類題が出ています。ただ, (3)の最大値を求めるときに, いわゆ

る「予選→決勝戦」という 1文字固定の解法を用いる必要があります。上の解では条

件のきつい点 Aをとりあえず固定し, 点 Bを動かすという方法で解きました。 
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５                              問題のページへ 

(1) n個の電球を左から 1L ～ nL とすると, 色のパターンは n2 通りできる。 

1L が赤のとき, 色の変化が 1回だけなのは, 赤→青の変化が起こった後は色の変

化がない場合である。すると, 初めて青になる電球は 2L ～ nL のいずれかなので, 
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［解 説］ 

6=n の場合が, 文系で出題されています。なお, (4)は実質的に, 組合せの公式

11CC --= knkn nk を用いています。 


